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問づくりに役立つ簡易保険と護軍告を年金

意えたちが日演説1Lてている事尊重語録換や務僚主手

去最は身近な宮部設の建設に役1Lっています。
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戸日出 iHZ習で盤韓麓輯欝龍総1ji時間
どス之

裂満
?は
まさ
d 

マ
グ
ロ
ヨ
コ
バ
イ
な
ど
句
、
磁

の
噂
臓
や
が
岬
憾
な
ど
の
胡
偶
然
線
分

に
達
朗
押
し
、
日
…
噛
幽
闘
関
口
悼
ど
で
ゆ
駒

山
間
に
な
り
、
制
欄
の
崎
将
な
ど
に
柑
荷

役
し
、
噛
出
m
w
軸
潤
す
岬
闘
の
一
稼
業

餐
を
必
擦
と
す
る
待
問
期
に
等
伸
一

し
て
神
打
出
航
普
段
制
執
し
、
下
議
か

ら
添
く
給
れ
よ
ち
、
一
夜
の
う

ち
に
十
ア
ー
ル
ぐ
ら
い
の
綴
を

双
総
れ
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
に
、
ζ
の
ワ
ン

カ
に
よ
号
、
茎
禁

な
ど
の
巣
く
な
る

ス
ス
出
納
を
併
許
認
す

る
ζ
と
も
あ
ち
ま

す。
ζ
の
ウ
ン
カ
の

成
品
開
は
、
体
長
問
問

J
t五
ρ
ほ
ど
で

制問腕牌揖捕は榊腕品口、

殺
俸
は
黒
色
で
南
市

市
穴
に
抑
制
緩
い
業
一
段

色
の
帯
が
み
与
、

後
、
騨
吊
打
川
げ
い
轍
鮒
ま

る
小
き
な
市
聞
で
す

乙
れ
ら
の
賠
削
除

法
と
し
て
は
吋
マ
ラ

ソ
ン
、
ス
ミ
チ
オ

ン
、
ヂ
ッ
ブ
テ
レ

サ
ク
良
川
批
判
澗

m
w
f
T

。
公
共
泌
殺
の
盤
鎖
国
料
鴨
灘
、

ふ
ふ
織
改
良
、
勢
抗
駅
終
盤
凪
縄
問
題

な
ど
。

。
生
添
削
部
淡
な
ど
の
社
会
浴

後
に
岡
闘
す
る
ζ
と
。

ζ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
疑

問
問
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
行
政

総
数
を
ご
利
織
く
ど
き
い
お

品
九
月
二
十
六
円
ロ
午
治
十
曲
吋

か
ら
三
臨
時
ま
で
。

A
我
孫
子
防
衛
ヱ
会
館

々
お
、
抑
制
緩
偽
慌
に
は
、
渡
抑
制

緩
品
打
線
宏
、
行
政
断
m
w
棋
院
判
事
務

官
が
山
川
綴
m
w
予
定
で
す
α

州
柄
拘
棋
を
反
当
り

W
ヲ
フ
ト
ル
か

込
斎
双
十
ザ
ッ
ト
ル
綴
笈
散
布

し
Z
P
N
、
B
H
C
叫
制
緩
な
ど

を
株
開
聞
に
十
分
級
官
叩
し
て
く
に

E

1

0

 

1
b
 

ま
に
、
今
後
の
務
品
開
対
策
と

し
て
、
十
月
下
旬
壊
ま
で
発
生

し
、
綾
僻
貯
な
ど
の
枯
慈
な
ど
に

つ
い
て
越
冬
し
ま
す
の
で
、
務

割
問
級
官
叩
と
回
問
時
吋
に
持
制
綿
織
な
ど
を

緩
い
て
来
線
の
灘
間
役
者
附
抑
制
び
ま

し
ょ
う
。

永
久
選
挙
人
名
簿
縦
覧
諮
る

過
額
畳
隷
は
十
月
十
詰
ま
で

六
月
一
一
十
時
H

務
殺
で
綴
裂
し

た
選
挙
人
翁
舗
内
は
、
八
月
…
一
十

六
釘
か
ら
十
五
円
口
鶴
柄
引
縦
覧
が

終
争
、
九
月
三
十
日
総
定
し
ま

す。
E
の
選
制
哲
人
名
簿
記
愛
組
齢
者

れ
た
お
は
、
六
月
二
十
日
現
在

で
行
な
っ
た
往
開
局
の
災
総
及
び

選
挙
の
紫
砕
納
付
件
嗣
関
す
る
網
開
淡
に

よ
っ
て
本
酎
叫
に
仲
臨
ん
で
田
曲
る
ζ

と
の
朗
別
ち
か
な
も
の
明
、
す
。

ζ
れ
ら
の
人
の
出
向
、
九
月
一
ユ

ナ
村
口
で
融
制
二
十
念
以
上
に
な
る

翁
、
し
か
も
、
一
一
月
二
十
一
一
回

以
訴
か
ち
引
き
柑
軒
並
本
即
時
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
卓
告
で
、
乙
れ

ら
一
一
つ
の
袈
件
寄
そ
な
え
て
い

る
殺
で
す
a

六
月
二
十
日
か
ら
十
日
制
閥
、

総
査
員
が
N

精
鋭
絞
壱
訪
問
し
て

行
な
っ
た
住
問
問
の
榊
央
線
及
び
選

挙
の
資
格
に
岡
田
す
る
棚
網
獲
を
行

な
っ
た
人
々
の
内
で
も
、
ζ
ん

ど
の
選
挙
人
忠
明
機
げ
い
笠
録
き
れ

る
媛
院
を
そ
な
え
て
い
な
い
た

め
に
、
期
聴
齢
十
人
名
簿
w
仏
拙
離
縁
さ

れ
な
か
っ
た
翁
が
数
多
く
あ
り

ま
す
怨本

修
一
一
一
月
二
十
…
間
以
降
、

本
町
に
仲
院
か
よ
う
に
な
っ
た
方

〈
融
制
一
一
十
才
以
上
〉
は
、
選
挙

人
名
舗
内
総
槻
臨
場
設
を
し
な
け
れ

ば
選
挙
人
々
偶
然
に
登
録
き
れ
ま

せ
ん
。と

の
滋
挙
人
名
簿
授
の
鈴
の
耐
用

組
婦
は
本
絡
に
篠
宮
ち
十
月
十
回
H

府地

明
、
受
録
曲
申
鵠
綿
奉
ず
れ
ば
、
十
将
司

十
問
問
阻
ま
で
に
資
総
淡
申
止
し
、

名
簿
に
緩
脇
陣
さ
れ
十
一
月
…
門
H

W

い
暗
躍
出
品
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
ζ
の
巡
畑
山
登
脳
陣
さ

れ
る
殺
に
つ
い
て
も
、
十
日
持
十

日
現
在
で
い
九
ヶ
月
以
レ
ム
本
町
に

鐙
ん
で
い
る
乙
と
お
婆
件
と
十

て
対
一
日
で
線
一
一
十
才
以
上
で

あ
る
乙
と
の
婆
件
を
そ
な
え
て

い
な
け
れ
ば
澗
閣
議
人
名
簿

κ緩

緩
急
れ
ま
せ
ん
e

し
た
が
っ
て
七
月
十
一
日
以

前
本
町
に
後
む
よ
う
に
な
っ
た

方
、
ゐ
る
い
は
、
十
一
月
に
入

ち
な
い
と
溺
一
?
十
才
以
上
に
な

ち
な
い
と
い
う
方
は
、
開
例
年
三

月
に
な
ち
な
い
と
本
耐
聞
の
議
数

人
翁
簿
に
澄
綴
さ
れ
れ
ま
せ
ん
。

ζ
の
よ
う
に
選
数
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
る
に
つ
い
て
の
滋
世
帯

人
緊
絡
護
持
げ
は
、
常
に
選
数
人

名
簿
線
制
捜
務
在
日
で
ご
す
月
以

上
の
仲
間
続
出
宵
件
と
、
名
簿
雌
限
定

口M
で
機
二
十
才
以
上
に
な
る
と

と
の
怨
令
高
官
件
の
ご
つ
を
兵
備

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ち
ま
せ
ん

法
晶
体
の
改
廷
に
絡
い
、
潤
鵬
殺

人
名
簿
が
永
久
的
仰
と
な
与
、
務

官
ん
滋
殺
人
名
簿
の
例
制
執
が
な
く

な
れ
ツ
ま
し
に
。

し
た
が
っ
て
例
年
か
ら
は
永

久
化
さ
れ
た
名
簿
は
柑
昨
年
三
汚

プ
財
務
綴
と
九
月
一
日
制
緩
を
の

二
回
、
計
財
官
民
と
迫
奴
登
録
を
行

な
う
こ
と
に
な
ち
ま
し
た
。

訂
正
は
、
死
亡
、
災
綴
、
及
び

住
所
九
管
制
抄
し
れ
い
者
に
つ
い
て
行

な
い
、
途
獄
後
総
は
、
部
制
た

κ

・
本
脚
聞
に
住
む
よ
う
に
な
っ
た
車
告

と
、
融
関
一
一
十
才
に
な
っ
に
海
告
の

出
向
、
後
綿
料
出
叩
畿
の
し
て
あ
る
者

を
、
一
一
一
月
一
隠
と
九
月
一
気
減

綴
日
勺
ま
と
め
て
、
そ
の
月
の

十
お
ま
で
鐙
銭
の
決
策
を
行
な

い
ま
す
。

そ
し
て
十
一
同
か
ち
十
円
日
開

制
航
路
げ
作
品
杭
し
て
、
世
鍔
m
月
の
一
一
一
十

尽
に
務
総
し
ま
す
。

選
挙
磯
山
跡
、
潮
崎
挙
人
名
簿
に

緩
脳
略
さ
れ
て
紛
め
て
行
後
で
き

る
も
の
で
す
。
選
添
人
占
刺
繍
開
資

録
吊
り
出
相
殺
告
し
た
か
号
必
ら
岬
津

波
録
さ
れ
て
い
る
と
信
じ
ζ
ま

ず
に
、
名
簿
の
縦
覧
絡
に
は
、

由
民
分
の
部
州
各
げ
か
載
っ
て
い
る
か

ど
う
か
鵠
掛
か
め
て
お
く
乙
と
が

M

抑
制
縦
で
す
。

淑
訟
の
電
話
自
動
化

車
申
込
み
は
十
潟
策
ま
で
に

湖
北
織
の
鐙
議
由
同
動
作
相
時
休
、

滋
産
潟
会
鱒
掛
軸
艇
の
段
僚
に
き
て

お
ち
ま
す
。

開
閉
ゆ
品
開
岬
の
穏
再
蛸
向
肉
料
期
化
も
来

年
十
一
月
に
は
完
成
の
予
践
で

す
。
ζ
れ
氏
陣
汁
い
新
制
眠
時
措
部
制
の

蜘
叩
込
み
を
受
付
け
て
お
ち
ま
す

締
波
紋
師
間
十
一
年
十
回
対
米
ま
で

で
す
の
旬
、
希
望
品
者
は
務
総
務

蛸
税
関
却
に
申
込
み
制
問
紙
が
思
議
し

て
あ
ち
ま
す
の
で
、
ど
お
回
開
〈

記
事
い
。

な
お
、
出
材
料
制
作
W
Kな
っ
て
か

ら
の
新
規
制
崩
入
は
は
か
な
か
れ
V

ず
か
し
く
終
潟
が
か
か
き
ま
す

の
で
、
品
相
削
掛
者
は
な
る
べ
く
申

込
み
糊
崩
隠
巾
に
綴
込
み
く
ど
き

、。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

浅
関
誌
に
十
拙
棟
建
設

町
叫
営
住
宅
議
後
樹
事
業
は
、
組
問
閥
、
漫
に
仲
院
議
に
側
出
出
射
し
て
い

和
二
十
七
浮
か
ち
行
な
わ
れ
て
る
ζ
と
が
悶
別
名
か
な
も
の
。

い
ま
す
が
、
本
年
度
も
十
制
慌
の
内
出
血
叩
込
方
法

昨
間
営
位
体
議
を
市
叩
俊
二
千
一
番
柏
崎
町
慾
俊
樹
唱
入
居
出
叩
務
縁
、

に
七
汚
か
ら
ヱ
惑
が
始
め
ら
れ

て
お
り
、
十
回
月
末
に
は
災
絞
め

予
定
で
す
移

ζ
m
w
住
宅
の
位
指
時
叫
に
伴
い
、

次
の
よ
う
に
入
問
販
設
や
紫
紺
揖
し

ま
す
。

。
入
居
資
総

…
、
倒
郎
総
と
し
て
潟
市
内
に
住
所

ま
た
は
、
勤
務
描
崎
一
燃
を
官
官
す

る
も
の
。

二
、
出
申
し
込
み
し
た
廷
に
お
い

て
相
拭
入
が
二
万
間
以
下
の
色

のひ設
、
現
w
h
附
問
問
臨
し
、
ま
た
は
縮
問

浴
し
よ
う
と
す
る
親
族
〈
捕
網

棚
間
関
細
山
闘
を
し
な
い
が
務
実
上

幾
綴
闘
関
係
と
回
開
綴
の
察
鵡
聞
に

あ
る
ち
の
、
そ
の
仙
間
隔
用
的
制
緩

告
会
む
)
が
あ
る
ζ
と
。

銭
入
亡
術
祭
融
市

掛
料
徴

入
一
向

山
州
都
鞠
材
開
転
転
転
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(努) (女) (lit) 

16λ11入 27人

吉7人 103人 205人

員人 7人 13人

ω入総人 118人

54繁務

19盤機

緩
和
相
関
十
一
年
疲
給
与
災
払

鐙
回
開
番
、
線
開
開
制
調
羨
簸
開
問
織
慨

を
添
え
て
出
申
し
込
み
く
ピ

3

0
入
同
勝
者
の
滋
海

て
入
同
崩
事
込
者
が
、
住
宅
m
w

一一μ軸
慨
を
ζ
え
る
幾
分
縁
、

住
宅
の
聞
出
織
す
る
度
合
が
潟

い
も
の
か
ら
入
総
者
を
決
慾

ず
る
。

二
、
入
品
調
桝
噛
を
選
考
し
た
機
品
問

u
h
w
、
俊
一
穏
期
出
線
開
明
依
の
滋

め
鐙
い
も
の
♂
に
つ
い
て
は
、

公
附
閥
抗
捌
滋
に
よ
り
入
緩
琳
鳴
を

決
定
し
ま
す
。

。
掛
親
交

湾
総
一
日
一
千
笈
蕊
湾
総
後

。
入
間
府
受
付
、
入
居
予
申
地
内
持

・
昭
和
師
同
十
…
年
十
月
一
日
か

ち
十
月
十
日
ま
明
、

-
緩
和
制
限
十
二
時
十
一
月
一
尽

な
お
、
入
関
駒
市
議
番
、
入
槌
捕

に
つ
い
て
の
蛸
問
い
合
せ
は
、
商
問

帥
融
緩
給
体
宅
係
へ
お
い
で
く
だ
さ

'bw 

機
械
花
農
業
者
は

労
災
保
険
に
加
入
で
き
る

醜
隅
惜
講
の
近
代
必
花
組
汁
い
、
幾
そ

ιで
春
闘
関
と
紋
制
問
げ
い
斡
特
w
h

h
w
場
最
も
機
械
ル
加
さ
れ
、
帥
刊
に
韓
同
議
点
脅
お
い
て
農
作
曲
鱗
桝
民
会
穣

漆
開
問
ト
ラ
h
Y
9
1、
耕
う
ん
轍
側
保
氏
カ
脅
入
れ
、
農
業
機
械
制
判

争
中
心
と
し
た
段
構
脱
線
M

械
の
利
湖
親
隅
家
に
呼
び
か
け
、
運
転
縄
開

周
が
怒
鳴
斑
に
普
及
し
、
労
働
力
作
w
h
よ
っ
て
生
ず
る
恐
れ
の
あ

の
A
再
選
化
に
火
器
く
役
双
山
ソ
て
る
幕
放
の
輸
出
沈
を
は
か
つ
て
い

い

ま

す

。

ま

す

。

し
か
し
、
と
れ
ら
の
幾
業
機
と
れ
か
ら
の
幾
作
業
は
、
秋

械
の
利
倒
的
疫
が
捕
唱
す
に
絡
な
つ
の
収
機
絢
を
巡
え
、
ま
す
ま
す

で
、
と
れ
ら
に
よ
る
事
裁
が
多
ζ
れ
ら
の
綴
絡
を
利
用
問
す
る
ζ

く
な
り
、
そ
の
俊
金
保
持
と
幾
と
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
剛
腕
幾

作
祭
劾
彩
絵
向
上
告
は
か
る
ζ
線
級
が
道
路
上
で
家
殺
を
受
け

と
の
議
姿
品
開
が
幽
増
大
し
て
き
ま
た
号
、

ιれ
ち
に
よ
っ
て
災
獲

し

た

。

を

起

す

ζ

と

の

な

い

よ

う

十

分

日
本
総
炎
は
秋
伐
に

多
い
か
ら
注
殺
を

問
中
串
凶
醐
炎
は
誘
い
w
裁
に
絞
ら

ず
体
力
m
w
淡
え
た
一
秋
口
に
か
け

て
も
多
く
山
州
て
い
ま
す
。

ζ
の
病
気
m
w
綴
憾
と
し
て
は

あ
ま
り
よ
く
解
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
絞
な
ど
に
よ
っ
て
鱗
介
君

れ
る
も
の
と
震
わ
れ
て
い
ま
す

今
俸
の
金
環
の
踊
持
品
開
は
ニ
、

一
二
五
務
で
、
実
性
が
鶴
八
一
品

名
疑
一
、
六
隊
一
一
名
、
死
亡
}
札

八
叫
し
名
と
死
亡
準
m
w
潟
い
病
気

で
す
。と

の
欄
間
然
の
鐙
状
は
、
官
偶
然

綴
潟
、
泣
き
然
、
け
い
れ
ん
な

ど
が
あ
き
、

ιの
棉
掛
紺
純
の
死
亡

率
は
こ

0
1
2
0パ
ー
セ
ン
ト

に
の
ぼ
与
、
治
っ
て
も
後
一
滋
淡

に
な
る
恐
わ
い
が
あ
り
ま
す
@

予
時
制
仲
間
と
し
て
は
、
予
防
法

制
問
毛
大
切
で
す
が
、
ζ
の
出
関
紺
渦

m
w
時
間
原
を
媒
介
す
る
コ
ガ
タ
ア

カ
イ
干
潟
の
盟
関
鐙
弘
常
務
f
ζ
と

が
第
吋
勺
す
。

コ
ガ
タ
ア
カ
イ
エ
力
は
、
ブ

タ
紋
ど
の
家
蕩
綴
に
多
い
と
い

わ
れ
、
人
僚
に
も
盛
岡
者
与
え
ま

す
@
ζ
m
w
帥
棋
は
世
田
慣
の
う
ち
一

匹
は
門
口
本
脳
炎
の
録
原
ピ

l
h

見
者
持
っ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
ら
を
考
え
て
採
の
総
額

は
清
潔
に
し
、
燃
に
銀
出
蹴
げ
H
A
仰

が
り
る
ζ
と
が
大
相
怖
で
す
。

に
注
意
し
て
、
安
全
に
掛
脚
本
的

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

々
お
、
車
問
作
家
者
行
な
う
場

合
、
と
く
に
滋
被
告
務
刷
用
し
て

の
作
業
に
万
三
出
場
合
に
脚
捕
え

て
、
昨
汁
年
ふ
十
一
月
か
ら
労
災
保

時
酬
の
位
付
制
斜
線
入
も
あ
き
ま
す
の

で
副
判
然
し
て
く
だ
さ
い
。



( 2 ) 

病
気
の
早
期
発
見
を
目
標

住
民
提
議
診
断
を
実
施
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向
田
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金
E
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M
F
対
象
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な
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ま
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。

レ
ン
ト
ゲ
ン
綬
影
時
悼
、
務
付
ι

金
田
丹
や
ボ
タ
ン
の
な
い
も
の
で

し
た
ち
、
ー
!
鵡
欄
巷
つ
け
た
ま
ま

で
受
げ
ら
れ
ま
す
。
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住民健綴診襲五践を霊祭
以
上
及
び
ゑ
妥
者
に
血
圧
側
双

や
俊
樹
揖
制
相
談
も
行
な
い
ま
す
。

日
程
は
刻
表
の
滋
ち
で
す
が

当
日
会
場
に
後
数
淡
を
総
入
し

て
忘
れ
ず
に
お
終
ち
く
だ
さ
い

崎
駅
開
削
絞
柚
開
校
校

学

数

学

会

学

学

、
品
相
、
年
、
、

え

審

同

一
ば
二
総
立
一
枚

第
あ
甜
蹄
冷
雄
綿
布

日

H
回
M

悶

M

日
M

時

H
口
H

叫
削
川
副
総
務
総

3

m
同
月
同
月
同
月
呂
川
口
持

昔

9
9
Q
d
9
8

出
探
検
証
の
な
畏
い
方

交
通
事
故
の
治
療
費
に
注
意

八
月
中
木
か
ら
紋
伐
に
か
け
て
使
う
に
は
、
凶
弾
体
照
明
械
は
い
つ
も

は
、
総
然
が
開
立
っ
て
ふ
え
る
加
問
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
第

鈴
叙
マ
す
。

ιれ
は
筆
の
疲
れ
一
勺
ず
が
、
際
競
に
剖
川
口
災
し

か
ら
く
る
関
門
担
割
障
害
や
カ
ゼ
、
明
、
挙
結
期
で
い
る
ぺ
ど
、
い
ざ
と

そ
れ
に
発
汗
異
状
、
食
市
議
な
い
う
時
吋
に
役
攻
に
な
い
と
と
が

ど
が
多
く
、
自
覚
疲
状
も
な
じ
み
ち
ま
す
J

。

托
急
に
や
せ
た
号
、
ャ
っ
た
り
ま
た
、
祭
儀
絞
れ
W

淡
い
方
と

と
・
た
る
さ
の
く
る
の
も
こ
の
時
し
て
、

ζ
れ
か
ち
は
旅
行

ω多

聞

捕

で

す

。

い

季

節

で

す

が

、

後

先

で

山

間

気

ま
た
、

ιの
一
時
吋
糊
槻
に
は
抽
提
出
開
に
h
u
っ
た
臨
吋
た
ど
の
た
め
に
、

篠
崎
附
も
…
議
多
く
使
わ
れ
ま
す
削
体
験
絞
密
機
織
す
る
と
か
、
忘

以炉、

ζ
の
終
康
保
険
を
7
山
刊
に
れ
た
約
の
た
め
に
同
開
時
間
経
の
漆

分
、
羽
山
品
勺
な
ど
を
控
え
て
い
品
れ

に
む
ね
を
括
的
し
て
間
部
品
開
で
約
樹
慨

し
て
も
ち
う
の
も
一
潟
と
敏
い

ま
す
e

国
民
健
闘
蝋
嗣
持
偽
附
mw
絡
会
に
は

他
地
区
で
間
体
隣
同
市
w--さ
か
な
い
と

ガ
ス
的
歌
扱
い
に
控
意

外
出
や
寝
る
誌
に
は
元
栓
を

家
脚
駐
闘
用
燃
料
と
し
て
ブ
ロ
パ
や
拙
押
子
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も

ン
ガ
ス
の
努
及
は
箸
し
い
も
の
の
な
ど
は
潔
か
ず
、
コ

y
n
は

で
す
が
、
祭
出
品
と
れ
ら
に
よ
る
健
一
か
ち
一
一
一
十
セ
ン
グ
、
上
の
樹

事
故
が
非
椴
酬
に
多
く
発
然
し
て
は
了
〆

1
ト
生
以
上
総
す
こ
と

お

り

ま

す

。

必

艇

に

応

じ

て

換

気

附

問

、

逮

突

と
れ
ら
の
後
夜
、
以
後
い
に
な
ど
骨
ゆ
け
る
e

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
一
践
を
の
然
災
と
隣
組
踏
を
結
ぶ
ホ
i
ス

制
閉
ま
し
て
い
る
こ
と
と
添
い
ま
は
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
専
問
貯
の
燃

す
が
、
事
故
を
未
然
に
妨
比
す
時
間
後
の
ホ
}
ス
を
則
い
、
祭
き

る
た
め
に
次
の
と
と
に
校
総
し
は
一
一
メ
ー
ト
ル
以
内
と
ず
る
紗

ま

し

ょ

う

。

ガ

ス

抽

出

品

引

を

磁

か

め

る

に

は

、

。
ボ
ン
ベ
は
必

γ悶
脱
削
叫
に
殺
際
石
け
ん
求
を
婿
唱
で
添
っ
て
み
る

し
鼠
巾
内
へ
の
時
制
緩
綴
は
必
ず
金
こ
と
。
マ
ッ
チ
必
ど
を
闘
用
い
る

開
明
皆
同
を
凶
的
い
る
と
と
。
の
は
も
っ
と
も
滋
後
で
す
。

。
安
全
弁
、
湘
糊
帥
税
制
御
法
家
庭
で
紛
寝
る
総
や
外
出
向
す
る
時
に
は

は
学
者
徽
れ
ず
、
ガ
ス
の
却
綿
子
必

rMm品
刊
を
開
閉
あ
る
ζ

と。

ur
緩
く
は
つ
に
叫
吋
は
奴
夜
中
怖
に
こ
れ
ら
の
ζ

と
に
注
慈
し
て

W

観
的
析
し
て
見
て
も
ら
う
こ
と
。
ブ

n
パ
ン
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
火

九
時
コ
ン
ロ
の
問
問
聞
に
カ

i
チ
ン
災
を
務
ぎ
ま
し
ょ
う
。

時
脚
炎
な
ど
を
お
ζ
し
て
死
亡

す
る
乙
と
が
る
き
ま
す
。

4
、
人
工
呼
毅
持
識
に
紋
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
綴
荻
一
番

効
果
的
な
方
淡
は
で
一
ル
セ

ン
式
」
だ
と
い
わ
れ
、
ニ
ル

後
ン
メ
明
、
蝉
都
中
一
し
な
か
っ
た

与
、
品
捕
の
ど
ん
な
人
ヱ
呼
吸

方
幸
や
っ
て
も
、
蘇
伎
し
は

い
ピ
ろ
う
と
ま
で
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

シ
ョ
ツ
ヲ
の
挙
滋

外
出
関
や
品
郎
総
mw
手
当
…
告
す
る

酷
聞
に
は
、
必
ら
ず
h
w

怠
フ
ク
の

ζ
と
を
糊
時
点
、
そ
の
方
の
手
当

も
あ
や
せ
て
行
な
わ
な
い
と
、

務
総
さ
せ
た
号
、
死
を
早
め
た

り
し
ま
す
。
だ
か
ら
手
議
低
限

扱
い
は
禁
物
、
知
細
心
氏
、
後
錦
織

に
扱
わ
な
け
れ
ば
同
な
れ
ソ
ま
せ

ん。
帯

vvv

A
A阜

「
体
育
の
日
」

卓

球

大

会

開

鎧

ム
サ
加
ゆ
か
ら
附
関
同
凶
の
制
部
経
げ
い
闘
関

A
悶M
腕吋

e
T湾
一
十
口
H

午
前
九

ず
る
時
間
晶
体
の
改
正
に
よ
号
、
部
制
時
吋
よ
れ
ツ

た
に
十
月
十
日
を
「
体
育
m
w
H
持
品
綴
一
問
中
央
公
民
綴

い
と
緩
め
ら
れ
ま
し
た
。

A
参
競
資
格
本
町
民
総
仲
間
す

耐
同
教
育
委
員
会
明
、
は
、

ζ

の
る
入
、
ま
た
は
本
町
の
機
業
品
約

加
抗
日
を
お
怒
畿
な
も
の
に
す
る
に
動
躍
押
す
る
つ
終
務
手
、
女
子

た
め
に
燦
球
大
会
を
隊
機
す
る
学
祭
〈
取
学
金
色
合
む
〉

乙
と

κな
り
ま
し
た
。

A
駒
込
官
M
臨州

府
同
制
概
ハ
ガ
キ
に
伎
夜
、
氏
名

僧
令
、
勤
務
先
、
学
校
名
を
羽
山

入
し
て
九
月
三
十
日
ま
で
に
、

教
育
委
員
会
へ
山
市
込
ん
で
く
ザ
い

き
い
。時間災

i

ふ
や
ボ

-
Y
一一
一

時

F

M

資
兇
栂
談
自
の
変
更

村
怖
悶
月
前
月
児
相
談
を
務
一
一
、
結
時

三
、
築
制
問
の
各
金
問
地
闘
に
行
な

っ
て
お
ち
ま
す
が
、
九
月
の
第

四
金
閣
嬬
お
に
級
友
会
科
、
行
な
わ

れ
る
予
定
の
資
mm抑
制
緩
は
祭
自

の
た
め
、
九
月
二
十
二
日
の
本

総
悶
に
午
紛
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
一
ニ
絡
ま
で
行
な
い
ま
す
。

料
金
入
付
電
話
機
関
関

転
台
の
購
入
に
波
慾

阜
県
近
、
問
問
機
構
刑
務
で
時
国
務
料

金
入
付
滋
綴
機
関
紙
品
討
の
販
売

を
計
制
剛
容
れ
ず
匂
い
る
よ
う
で
す

が、

ζ
れ
は
段
本
欄
酷
静
惜
港
級
会

役
や
樹
抑
制
世
間
四

κは
全
然
総
出
掃
あ

ち
ま
せ
ん
。

幾
人
し
て
も
取
り
付
け
潟
市
煎

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
の
で
ご
綾
慾
く
に
さ
い
α

(
暗
暗
殺
自
叫
耕
作
抑
制
紙
撤
地
織
成
閑
盟
)

宅

地

造

成

語

の

一

部

改

正

4
・
E

掛
強
出
賠
宅
地
造
成
事
象
庁
い
燃

す
る
法
律
施
行
細
則
市
w

不
時
以
伊

竣
恋
さ
れ
、
州
畑
山
柑
閥
十
一
線
九

月
十
回
同
か
ら
総
叫
り
さ
れ
て
い
ま

す。
ι出W
鮒
帆
γ
院
に
よ
る
施
行
区
域

は
、
後
柑
開
予
防
会
想
的
で
、
宅
地

加
昨
年
行
な
わ
れ
て
い
る
俊
民
々
の
療
品
、
治
療
法
が
綴
蜘
如
意

縫
談
診
断
を
十
月
間
同
尽
か
ち
二
れ
ま
し
た
e

十
一
日
ま
で
町
内
…
一
一
十
ケ
潟
明
、
防
で
行
な
う
検
鯵
も
闘
中
制
関
陣
見

行

な

い

ま

ず

。

田

島

を

詞

欄

樺

w
h
行
は
う
も
の
守
、

こ
の
注
総
融
関
欄
蹴
診
断
は
絡
綾
学
拙
訳
、
磯
崎
櫛
な
ど
で
定
郊
の
抽
陛

の
縁
側
問
地
問
問
却
を
第
一
関
擦
と
し
康
診
齢
期
安
受
け
て
い
る
方
及
び

て
科
料
収
う
も
の
で
、
昨
昨
年
度
の
小
教
授
へ
入
学
前
聞
の
乳
幼
児
を

受

診

明

中

は

該

当

者

一

万

一

千

人

、

‘

;

‘

‘

:
f
e
:

お

し

五

十

五

パ

ー

セ

ン

ト

の

一

一

一

才

克

一

斉

検

診

時

附

陥

れ

れ

は

い

わ

れ

る

襲

で

九

丹

二

十

六

日

か

ら

実

躍

の
死
亡
率
は
ま
だ
仙
抽
出
W
病
気
付
い
釘
で
は
、
九
月
ス
十
六
日
H
L
V

時
吋
紛
で
す
。

た
ベ
て
火
器
な
総
会
脅
し
め
、
与
野
・
即
日
中
ハ
ケ
制
問
件
、
三
才
見
の
一

ζ
の
総
会
に
、
わ
が
附
踏
の
出
門

会
出
掛
mw
滋
設
軸
棋
は
約
二
百
万
と
爽
検
診
を
行
な
い
ま
ず
。
体
的
開
発
端
問
や
、
機
絡
は
完
全
で

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ζ

の部ゆ
A
W
の
子
供
は
、
人
間
同
あ
る
か
、
綴
後
や
聞
持
常
、
発
割
問

と
の
開
問
斜
地
時

H
g覚
症
状
が
な
の
灘
間
資
途
上
で
一
番
大
切
な
腕
吋
の
淵
離
れ
は
な
い
か
な
ど
を
反
犠

い
た
め
、
濠
師
陣
げ
い
国
見
せ
た
と
き
明
、
、
仲
悼
の
並
耳
鳴
躍
が
で
き
、
後
織
す
る
よ
い
終
で
す
。

に
は
病
気
が
進
ん
で
い
た
と
い
神
経
も
充
実
し
一
応
m
w
w
撒
動
機
す
で
に
郵
送
し
て
あ
ち
ま
す

う
ζ
と
が
多
い
よ
う
で
す
合
熊
も
と
と
の
い
、
役
端
的
潔
後
に
検
診
察
に
記
入
し
て
、
修
Z
T
手

講
師
在
は
、
乙
の
時
間
縮
刷
の
比
制
緩
も
銭
れ
始
め
て
く
る
燃
で
、

ζ

緩
辛
悼
持
参
し
て
く
に
さ
い
。

法
も
滋
歩
し
て
「
ザ
小
絡
の
出
関
」

h

い
ち
の
子
供
の
帥
開
緩
や
、
融
知
事
丹
な
お
、
腕
吋
附
附
は
い
ず
れ
も
、

と
い
か
れ
た
畿
の
ζ
と
で
、
厚
の
枠
杭
輯
闘
が
泌
し
い
昨
間
に
あ
る
か
午
後
二
均
気
十
分
か
ら
コ
一
時
吋
}
ニ

欄
間
旗
開
輔
持
者
樹
三
段
僚
と
し
て
数
ど
き
か
も
二
仙
同
加
わ
け
が
つ
く
十
分
ま
で
で
す
@

外
蜘
構
硝
州
市
蹴
と
止
・
織
法
止
準
法
応
急
の
止
血
出
向
と
げ
い
淡
ら
れ
て
い
る
と
と
が
あ
る
な
い
で
射
程
く
当
て
る
の
勺

外
衡
に
よ
る
出
品
織
に
は
つ
ぜ
し
て
訟
に
も
出
向
来
る
の
は
、
機
の
で
、
つ
ぎ
の
ζ
と
が
ち
を
仲
間
す
。

の
よ
う
江
区
別
が
為
ち
ま
す
。
反
仲
間
と
い
っ
て
綴
で
数
料
航
者
剣
議
し
て
く
だ
き
い
，

2
、
人
工
呼
級
同
陣
、
時
時
と
し
て

1
、
毛
細
管
也
市
酬
明
官
級
縦
割
い
か
え
、
出
血
す
る
袋
一
決
へ
滋
る
市
胤

1
、
人
工
呼
吸
帥
跡
、
緑
賦
棋
を
係
五

f
七
時
鋼
め
る
い
は
そ

切
れ
た
と
き
の
山
山
漁
で
、
点
を
一
時

6

沈
め
る
万
時
間
で
す
。
ど
止
し
て
い
る
潟
、
民
に
鯵
止
れ
以
上
も
逮
嶋
制
し
て
行
な
わ

状
に
、
に
じ
み
似
る
よ
う
に
か
ち
出
鼠
総
よ
り
心
織
に
近
い
し
よ
う
と
し
て
い
る
線
設
歪
な
い
と
効
然
の
紋
い
場
合
も

ゆ
る
や
か
に
ぬ
胤
し
ま
す
。
と
ζ
ろ
で
総
総
者
抑
え
な
け
れ
録
者
民
日
行
な
う
も
の
で
、
窓
あ
ち
ま
す
。
級
審
者
に
、
一
一
一

と
の
ゑ
践
は
寝
出
掛
で
、
だ
い
ば
な
き
ま
せ
ん
。

ιの
部
佼
を
滋
不
紛
で
あ
っ
て
も
呼
吸
を
名
め
後
ゆ
尚
が
交
代
で
八
時
際

化
い
由
同
然
に
血
け
か
止
ま
り
ま
綴
筏
ゑ
燦
抽
出
と
よ
び
ま
す
。
し
て
い
る
殺
に
は
行
な
う
必
人
工
努
磁
を
つ
づ
け
、
つ
い

ず

。

窓

怠

と

入

ヱ

浮

間

棋

銭

艇

が

あ

き

ま

せ

ん

。

綴

識

不

に

数

時

制

し

た

と

い

う

…

事

例

も

2
、
鯵
隊
出
血
鯵
隠
酬
を
初
中
「
l
i
l
i
-
-
i
i
e号、
i
l
i
-
-
i
:
i
l
e
i
-
-
t
4
i
a
j
j
e
t
t
i
-
-
e

あ
り
、
一
時
時
穏
や
一
一
揖
吋
際
的
胤

た

と

き

の

出

号

、

豊

&

…

と

っ

さ

の

手

当

と

と

や

っ

て

、

ま

し

な

い

か

ら

の

血

が

同

問

じ

線

事

明

、

絞

れ

山

尚

一

ふ

と

柑

閥

単

に

あ

き

ら

め

て

は

い

る
よ
う
に
置
し
ま
す
。

ζ

家

庭

の

宥

護

J

け
ま
せ
ん
。

れ
も
d
H
i
d々
れ
ぞ
潟
て
少
し
毘

r
e
t
s
j
i
l
i
l
i
-
-
令

‘

a
t
i
t
l
e
-
-
i
e
o
a
;
i、
語
、
瀦
翁
の
機
会
に
は
従
来

め
に
綴
離
帯
し
て
お
け
ば
自
然
緩
・
同
組
と
は
、
何
ら
か
の
環

-m
開
明
者
幸
鎗
H
泊
し
た
ら
、
先
ず
は
水
を
微
か
せ
て
か
ら
人
之

氏
織
が
沈
ま
ち
ま
す
。
で
酬
貯
机
釈
す
る
ζ
と
が
で
き
な
く
脚
庁
制
械
が
鯵
ぬ
し
て
い
る
か
ど
鯵
時
慨
を
行
な
え
と
い
わ
れ
て

8
、
品
副
総
潟
市
出
品
関
紙
を
切
っ
な
っ
た
ζ
と
を
い
う
の
で
す
。
う
か
を
鶏
ベ
、
そ
の
上
で
人
い
ま
し
た
が
、
清
や
鱗
に
入

に
胤
窪
田
の
出
窓
で
、
心
絞
め
そ
の
綴
隊
法
、
水
終
判
開
れ
た
と
工
呼
吸
を
行
な
い
ま
す
。
そ
っ
た
水
は
間
同
窓
に
す
る
必
緩

絞
動
に
つ
れ
て
途
く
な
っ
た
か
、
ガ
手
間
中
審
と
か
、
殺
を
絡
の
調
べ
方
の
銭
制
中
h
u
方
法
は
が
あ
ち
ま
せ
ん
。
す
ず
に
人

ち
ゆ
る
く
な
っ
た
ち
し
て
、
め
た
と
か
-
い
ろ
い
ろ
あ
ち
ま
す
綿
の
下
郊
(
ね
副
総
の
ポ
〉
に
工
呼
吸
昏
行
な
う
ζ

と
で

線
状
に
ほ
と
ば
し
h
J
似
て
、
が
、
室
蒸
し
将
殿
M
炉
停
・
院
し
て
一
向
手
を
線
く
ね
く
、
も
し
怒
す
。
た
だ
し
人
ヱ
移
吸
で
韓
併

な
か
な
か
比
ま
り
に
く
い
も
い
た
ち
、
す
ぐ
人
工
線
吸
を
行
時
慌
を
し
て
い
れ
ば
、
必
ず
線
総
書
せ
た
ら
、
必
ず
医
者
の

の
で
す
。
闘
中
く
紘
血
法
を
し
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
醐
騨
M

伊
織
附
い
て
い
る
か
ち
す
ぐ
手
幾
者
受
け
な
い
と
、
せ
つ

な
い
と
総
数
で
す
e

人
工
絡
脱
税
に
つ
い
て
、
一
般
に
約
る
。
強
〈
制
押
さ
え
つ
同
り
か
く
後
袋
し
て
も
、
あ
と
で

重軽llij 

災
客
は
隼
て
か
ら
で
作

も
う
れ
お
ふ
い

造
成
の
制
腕
制
制
緩
楠
慨
は
、

0
・一一一

へ
タ
タ

i
h
N
で
、
こ
れ
に
伴
う

尚
叩
絡
手
数
料
法
制
創
世
京
市
W

濁
h
ツ明、

す。
な
お
、

O
ニ
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
宅
地
造
成
に
は
、
す
べ

て
出
申
請
手
総
が
必
援
で
す
の
で

宅
浴
車
現
時
叫
定
額
密
約
め
る
帥
酬
に

は
、
必
ず
役
場
都
市
開
発
課
に

協
欄
織
す
る
よ
う
お
綴
い
い
た
い

ま
す
a
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